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マレーシア　マラ工科大学　臨床実習報告書 
Elective Study in Universiti Teknologi MARA （UiTM）
高瀬義祥
　私は 6 年生の選択制臨床実習でマレーシアのマラ工科大学（以下UiTM）での実習を選択しました。まず
私がUiTMを選択した理由についてです。私は総合診療部の先生方と家庭医療の勉強会をしていて，そこで
山城先生からUiTMでの実習について紹介していただいたので，興味を持ちました。多くの海外実習では向
こうの先生方について手術，カンファレンス見学をするのですが，マレーシアの実習では，実習中の学生の
グループに入って一緒に実習するので，周囲の人が自分と対等な関係で勉強できる点が選択した一番の理由
です。
　マレーシアへ行くにあたっての準備ですが，UiTMでどんな科を見て回りたいか，まず先方にメールしま
した。私は先輩方や先生の勧めで，Primary careとMedicine（一般内科）を選択しました。実際には後述
のスケジュールになりました。そして，私たちは英語対策として，勉強会をしました。英語のケーススタ
ディーを英語で発表，討論しました。これについては事前に医学英語の知識を学ぶ点で役に立ちました。
　数か月の準備を経て，マレーシアへ向かいました。空港へ到着すると，現地のスタッフが大学の車で迎え
に来てくれていました。 2 時間半ほどでUiTM Selayang キャンパスに到着しました。UiTMはキャンパス
がいくつかあり，私たちはSelayangとSungai Bulohキャンパスを主に使いましたが，宿舎はSelayangにあ
り，そこには 4 年生と 5 年生がいました。宿舎についてですが， 3 LDKの部屋で， 3 人で 1 部屋使わせて
いただきました。エアコンや冷蔵庫，キッチン，洗濯機は元々あり，思っていたよりすごしやすかったです。
部屋は前年度よりも良くなっていたようです。ただシャワーが水しか出なく，一部屋だけお湯の出る装置が
ついていて助かりました。トイレは洋式のトイレで紙もありました。ただ普通トイレは和式で紙がありませ
ん。食事については，マレーシアの学生は自炊する習慣がないらしく，朝昼晩ほとんどが外食です。一食 5
～10RM（150～300円）くらいで食べられます。イスラム教徒が多く，学生もほとんどがイスラム教徒でア
ルコール，豚は食べません。寮にもそれらは持ち込み禁止でした。
　実習に移りますが，三週間の実習の日程は表のようになっていました。実習は 8 ：30～15：00くらいが普
通で，午後のお祈りの時間の前には終わります。時にはお昼で終わりの日もありました。
　一週目はMedicine Posting（内科）でした。内科の中でも循環器のグループに入りました。朝はレク
チャーがあり，疾患や診察法について勉強します。先生にはかなり質問をされました。鑑別・治療法などに
ついて，自分の意見や日本ではどうなのか，ということについて聞かれました。レクチャーが終わると病棟
へ行き，患者さんに協力していただき，問診・診察をします。診察をした後は病歴・所見をグループの学生
にプレゼンテーションし，鑑別を考えます。向こうの学生にお手本を見せてもらってからは自分だけで診
察・プレゼンテーションをしました。その後カルテを見て答えあわせをしたり，先生に教えてもらったりし
ました。午後はプレゼンテーションと授業があり，学生は指定された症例について，プレゼンをします。私
たちも担当をあてられて，発表をしました。発表中先生がいくつか質問するので，それに答えながら進めて
いきます。UiTMにきて驚いたのは学生たちの発表能力の高さです。彼らの実習ではいつもアウトプットす
ることが求められていて，発表する能力を鍛えられている印象でした。
　二週目はPrimary Care Postingでした。ここでは地域のクリニックへ行き，診療を見学しました。マレー
シアのクリニックはグループ診療で，数人の医師とたくさんの医療従事者で大きいクリニックをまわしてい
Date/Week Group A
Week 1 
（12 May 2014）
Medicine Posting 
at Selayang Campus, Sg Buloh Campus
Week 2 
（19 May 2014）
Primary Care Medicine Posting 
at Selayang Campus, Sg Buloh Campus, Clinic Taman Ehsan
Week 3 
（26 May 2014）
O&G Posting 
at Sg Buloh Campus
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ました。患者はとても多く，一日300人以上診ているような印象でとても忙しそうでした。患者の大半は生
活習慣病で，糖尿病・高血圧・高脂血症の患者さんの多くは病状が進行してから来院していました。大学の
先生は学生実習のための診療もしていて，学生に患者を問診診察させて，その場で評価し，学生に処方・健
康指導などをさせていました。薬剤の投与量や処方箋の書き方についても実習させていて，とても実践的で
した。
　三週目はO&G Posting（産婦人科）でした。基本的な流れは一般内科と同じでしたが，産婦人科はとても
儲かるので人気の職種で，先生が厳しい事でも有名でした。ちなみにマレーシアの医学生は圧倒的に女性が
多く，成績も良かったです。実習中に分娩があり，正常分娩の介助をしました。マレーシアは多民族国家で，
インド系や中国系が多くいて，妊婦さんもインド系だったので先生方も言葉が通じず，苦労しながら分娩介
助を行っていました。他の科でもありましたが，ここでは週に一回病院の拡大カンファレンスがありました。
そこでは様々なトピックが話されていましたが，日本では当たり前に使っている薬や検査がマレーシアでは
必ずしも行われていないということに気づきました。それには医療的に後進国であることもあるかもしれま
せんが，多くは医療経済的理由で行われていないということを感じました。マレーシアの医師たちはコスト
に関心があり，最新の機器がないかわりに，日本以上に病歴や身体診察に重きを置いていることにとても感
心しました。
　実習の間には休みがあったので，いろんな所へ行きました。屋台村へ行き現地の料理や文化に触れたり，
クアラルンプールの中心部へ行きツインタワーを見に行ったり，マラッカへ行き伝統建築や各国の文化建築
Medicine Postingが終わった時の記念。
真ん中にいるのがDr. Hafisyatul
女性が多い。
週末に友人ZaidとFazanにマラッカへ連
れて行ってもらった。古い街並みを観光
しクルーズに乗った。川にはオオトカゲ
がいた
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を観光したり，プトラジャヤという政府の中心地でモスクや国会議事堂をみたりしました。マレーシアは物
価が安いので，ホテルも一部屋 2 万～ 3 万円で，国内で一番良いホテルに泊まれるのがうれしかったです。
　今回の実習を通じて，私はマレーシアの医療を知っただけでなく，比較することで日本の医療についても
新たな視点が得られました。日本では当たり前で疑問にも思わないことが，海外では当たり前ではないとい
うことを全身で感じる事ができました。また，今回の実習を通じて得られた経験や仲間を大切にして，一生
グローバルな人間でありたいと決意しました。これらの経験は実際に海外，マレーシアに行ってみないと得
られない体験でした。これからの自分のキャリア形成に大きな影響を与えたこの選択実習を支えてくれた仲
間，先生，家族に心から感謝するとともに，先生方にはこの関係がさらに発展してマレーシアからも学生が
来るようになればいいなと願っています。ありがとうございました。
3 週 間 お 世 話 になったSelayangキャ
ンパス。
図書館やフットサルコートがある。右
にあるのが宿舎。一泊100RM。今回は
学校からかなりの補助が出たのでほと
んどまかなえた。
今回の実習でコーディネーターをしてく
れたDr.Ng（ゥン）。非常に聡明で英語，
マレー語，マンダリン語，広東語を使い
こなす。
Zaidの従妹の結婚式に一緒に参列させて
もらった。新郎新婦の前へ行き，穀物に
水をかけて彼らに捧げる儀式などを行っ
た。自分も民族衣装に着替えた。
